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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公表番号】特表2013-542595(P2013-542595A)
【公表日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-063
【出願番号】特願2013-529745(P2013-529745)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/181    (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   33/00     ４１０　
   Ｃ０８Ｇ   63/181    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年5月27日(2015.5.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　第１の波長の光を発光するように適合される光源、及び
　　該第１の波長の光を受けるように設けられ、該第１の波長の光の少なくとも一部分を
第２の波長の光へ変換するように適合された波長変換部材、
を含む発光配置であって、
　該波長変換部材が、ｉ）前記ポリマー主鎖中に組み込まれた芳香族性部位を含むポリエ
ステルを含むキャリアポリマー性材料、及びｉｉ）次の一般式Ｉ：
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【化１】

を持つ少なくとも１つの波長変換材料、
を含み、
　ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであ
り、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換飽和アルキルＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数であり
；
Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換飽
和アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換飽和ア
ルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数である、
発光配置。
【請求項２】
　Ｇ１がＹである、請求項１に記載の発光配置。
【請求項３】
　Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のそれぞれがＸであり、Ａ及びＣのそれぞれがイソプロピル
であり、及びＢ、Ｊ、Ｑ、Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれが水素である、請求項２に記
載の発光配置。
【請求項４】
　前記ポリマー性材料が、一般式ＩＩ：
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【化２】

の繰り返し単位を持つ、少なくとも１つの芳香族性二酸から誘導されるポリエステルホモ
ポリマーを含み、
　ここでＡは次の部位：
【化３】

から選択され、及びＢは次の部位：
【化４】
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から選択される、請求項１に記載の発光配置。
【請求項５】
　前記ポリマー性材料が、位置Ａ及びＢで、該部位のあらゆる組合せを含む第１の繰り返
し単位を含むポリエステルコポリマーを含み、及び位置Ａ及びＢで、該部位の他の組合せ
を含む第２の繰り返し単位を含む、請求項４に記載の発光配置。
【請求項６】
　前記ポリマー性材料が、ポリエチレンテレフタレート及び／又はそのコポリマー及び／
又はポリエチレンナフタレート及び／又はそのコポリマーを含む、請求項１に記載の発光
配置。
【請求項７】
　前記ポリマー性材料が、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）又はポリエチレンナフ
タレート（ＰＥＮ）、又は１、４－シクロヘキサンジメタノールから部分的に又は完全に
誘導される、そのコポリマーを含む、請求項１に記載の発光配置。
【請求項８】
　前記波長変換化合物が、該ポリマー性材料中に分散される、請求項１に記載の発光配置
。
【請求項９】
　該ポリマー性材料が、膜の形態である、請求項８に記載の発光配置。
【請求項１０】
　前記波長変換部材の該波長変換材料の含有量が、１重量％以下である、請求項８に記載
の発光配置。
【請求項１１】
　前記波長変換部材が、前記光源から発光された光を第３の波長の光に変換するように適
合された第２の波長変換材料を含む、請求項１に記載の発光配置。
【請求項１２】
　該第２の波長変換材料が、無機フォスファー材料である、請求項１１に記載の発光配置
。
【請求項１３】
　該第２の波長変換材料が、有機フォスファー材料である、請求項１１に記載の発光配置
。
【請求項１４】
　前記光源及び前記波長変換部材が、相互に空間的に離れて設けられる、請求項１に記載
の発光配置。
【請求項１５】
　前記波長変換部材が、密閉キャビティ内に含まれ、前記密閉キャビティ内の合計容積に
対して３％以下の範囲の酸素濃度を有する、請求項１に記載の発光配置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】有機フォスファーを備える発光配置
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリマー性キャリア及びフォスファーを含むリモート波長変換部材を含む発
光配置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）系照明装置は、広い範囲の照明応用にますます使用されてき
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ている。ＬＥＤは、白熱灯及び蛍光灯などの従来の光源に比べて、長寿命、高ルーメン効
率、低操作電圧及びルーメン出力の高速変調などの利点を提供する。
【０００３】
　効率的なハイパワーＬＥＤはしばしば、青色発光材料に基づく。望ましい色（例えば白
色）出力を持つＬＥＤ系照明装置を製造するためには、適切な波長変換材料であって、通
常フォスファーとして知られる材料が使用されてもよく、これによりＬＥＤからの発光の
一部分をより長波長の光に変換し、望ましいスペクトル特性を持つ光の組合せを生成する
。波長変換材料は、ＬＥＤダイ上に直接適用され得るか、又は前記フォスファーからある
距離に設けられ得る（所謂リモート構成）。
【０００４】
　多くの無機材料が、ＬＥＤからの青色光をより長波長の光に変換するためのフォスファ
ー材料として使用されてきた。しかし、無機フォスファーは、その価格が比較的高いとい
う欠点を持つ。さらに、無機フォスファーは光散乱性粒子であり、従って入射光の一部分
を常に反射し、装置における効率の損失をもたらす。さらに、無機ＬＥＤフォスファーは
、限定された量子収率及び比較的広い発光スペクトルを有し、特に赤色発光ＬＥＤフォス
ファーについてはさらなる効率の損失をもたらす。
【０００５】
　現在、有機フォスファー材料を、ＬＥＤ中で無機フォスファーと置き換えることが検討
されており、例えば白色光出力を達成するためには青色光を緑色から赤色光へ変換するこ
とが望ましい。有機フォスファーは、その発光スペクトルを、位置及びバンド幅に関して
容易に調節することができる、という利点を持つ。有機フォスファー材料はまた、しばし
ば、高い透明性を持ち、このことは、前記照明システムの効率が、より光吸収性及び／又
は反射性のフォスファー材料を用いるシステムと比較して改良されることから、有利とな
る。さらに、有機フォスファーは、無機フォスファーよりずっと安価である。しかし、有
機フォスファーは、ＬＥＤのエレクトロルミネセンス活性の際に発生する熱に敏感であり
、有機フォスファーは、主にリモート構成装置で使用されている。
【０００６】
　有機フォスファー材料のリモートフォスファーＬＥＤ系照明装置での応用を阻害する主
な欠点は、その光化学安定性が乏しい、ということである。有機フォスファーは、空気の
存在下で青色光で照射されると急速に分解することが観測されている。
【０００７】
　Ｈｏｒｉｕｃｈｉらの米国特許出願公開第２００７／０２７３２７４号には、発光装置
を含み、気密キャビティ内に設けられる有機フォスファーを含む、半透明のラミネートシ
ートが開示されている。フォスファーの劣化を防止するために、真空又は不活性雰囲気ガ
ス中で酸素濃度が１００ｐｐｍに、好ましくは２０ｐｐｍ以下に維持された状態で、前記
キャビティは有機フォスファーで充填される。しかしかかる低濃度酸素下でこの操作を実
施することは難しく費用がかかる。
【０００８】
　従って、有機フォスファー材料を用いる、改善された発光装置についての必要性が存在
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００７／０２７３２７４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の課題は、この問題を解消することであり、より長寿命を有するフォスファーを
用いた発光配置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　本発明の第１の側面によると、このおよびその他の課題は発光配置により達成され、前
記発光配置は、
第１の波長の光を発光するように適合された、典型的には少なくとも１つのＬＥＤを含む
光源、及び
該第１の波長の光を受けるように設けられ、及び該第１の波長の光の少なくとも一部分を
第２の波長の光へ変換するように適合された、波長変換部材、
を含み、
該波長変換部材が、
ｉ）前記ポリマー主鎖に組み込まれた芳香族性部位を含むポリエステルを含むキャリアポ
リマー性材料、及び
ｉｉ）次の一般式Ｉ：
【００１２】
【化１】

を持つ少なくとも１つの波長変換材料、
を含み、
ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであり
、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換飽和アルキルＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数であり
；
Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換飽
和アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換飽和ア
ルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数である。
【００１３】
　本発明者は驚くべきことに、上記の一般式を持つ波長変換材料は優れた安定性を示し、
従って該ポリエステルマトリクス中に組み込まれると改善された寿命を示す、ということ
を見出した。特に、式中、Ｇ１がＹである、前記一般式による波長変換化合物は、該ポリ
エステルマトリクスとの組合せにおいて有利であることが見出された。なおより有利には
、Ｇ１がＹであり、Ａ及びＣのそれぞれがイソプロピルであり、Ｂ、Ｊ及びＱのそれぞれ
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が水素であり、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のそれぞれがＸであり、Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭ
のそれぞれが水素である。
【００１４】
　本発明の実施態様では、前記ポリマー性材料は一般式ＩＩの繰り返し単位を持つポリエ
ステルホモポリマーを含む：
【００１５】
【化２】

ここでＡは次の部位から選択される：
【００１６】
【化３】

及びＢは次の２つの部位から選択される：
【００１７】
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【化４】

　又は、前記ポリマー性材料は、位置Ａ及びＢで、該部位のあらゆる組合せを含む種々の
繰り返し単位を含むポリエステルコポリマーを含み得る。特に、かかるポリエステルコポ
リマーは、位置Ａ及びＢで、該部位のあらゆる組合せを含む第１の繰り返し単位を含み、
及び位置Ａ及びＢで、該部位の他の組合せを含む第２の繰り返し単位を含むことができる
。すなわち、前記コポリマーは、Ａが上記Ａ部位の１つであり、Ｂが前記２つのＢ部位の
１つである、第１の繰り返し単位を含み得る。前記第２の繰り返し単位は、位置Ａ又は位
置Ｂ又は位置Ａ及びＢのいずれかに関して前記第１の繰り返し単位とは異なってもよい。
【００１８】
　本発明の実施態様では、前記ポリマー性材料は、１以上の芳香族性ジカルボン酸から形
成されてもよく、及びポリエチレンテレフタレート及び／又はそのコポリマー及び／又は
ポリエチレンナフタレート及び／又はそのコポリマーを含んでもよい。特に、前記ポリマ
ー性材料は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）又はポリエチレンナフタレート（Ｐ
ＥＮ）、又は１、４－シクロヘキサンジメタノールから誘導されるそのコポリマーを含み
得る。
【００１９】
　本発明の実施態様では、前記波長変換材料は前記キャリアポリマー性材料中に分散され
る。前記ポリマー性材料は、膜を形成してもよく、その中に分散された前記波長変換材料
を含んでもよい。前記波長変換部材の中の該波長変換材料の含有量は、１重量％以下、例
えば０．１重量％以下、例えば０．０１重量％以下であってもよい。
　本発明の実施態様では、前記波長変換部材は、前記光源からの発光を第３の波長の光に
変換するように適合される第２の波長変換材料を含む。従って、１以上の波長変換材料を
用いることで、前記出力光のスペクトル組成を、所望のとおりに、より簡便に適合するこ
とができる。前記第２の波長変換材料は無機又は有機物であり得る。
【００２０】
　本発明の実施態様では、前記光源及び前記波長変換部材は、相互に空間的に離れて設け
られ、これは所謂リモート構成である。従って、前記フォスファーはＬＥＤの高い操作温
度への暴露がより少なくなり、前記フォスファー材料の分解速度が、前記フォスファーが
前記光源のより近くに又は前記光源に直接隣接して設けられる場合に比べて低減されるこ
ととなる。
【００２１】
　本発明の実施態様では、前記波長変換材料は前記発光配置の密閉キャビティ内に含まれ
、そこでの酸素濃度は、前記密閉キャビティ内の合計容積の、３％以下、好ましくは０．
６％以下及びより好ましくは０．１％以下の範囲である。本発明者は、上記の、前記ポリ
マー性材料及び前記波長変換材料を含む本発明の前記波長変換部材は、低酸素含有量を含
む雰囲気下に維持すると特に優れた安定性を示す、ということを見出した。
【００２２】
　場合により、前記密閉キャビティはさらに、該キャビティ内の雰囲気から酸素を除去す
るように適合されるゲッターを含み得る。従って、前記密閉キャビティ内の低酸素含有量
は、同じ低酸素雰囲気下でキャビティを密閉することなく得ることができ、又は前記キャ
ビティ内の部品又は材料から前記密閉キャビティ内の酸素ガスを放出することも許容され
得る。本発明の実施態様では、及び前記キャビティがまたゲッターを含む場合には、前記
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キャビティは、非密閉性である、即ち酸素などのガス透過性である密閉剤で密閉される。
【００２３】
　留意すべきは、本発明は特許請求の範囲に記載される特徴の全ての可能な組合せに関す
る、ということである。
【００２４】
　本発明の、この及びその他の側面について、以下より詳細に、本発明の実施態様を示す
添付図面を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明の１つの例示的実施態様の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の発明者は、あるペリレン誘導体は、他の有機フォスファー化合物の急速な分解
を起こす条件に暴露された場合に、予期しない長寿命を持つ、ということを見出した。特
に、本発明者は、前記ペリレン誘導体が、ＰＥＴマトリクス、例えば膜内に含まれる場合
、前記フォスファーは、青色光で照射される場合に空気中及び半嫌気性条件下の両方で驚
くべき優れた安定性を示す、ということを見出した。
【００２７】
　さらに、前記フォスファー材料分解は、前記フォスファーがＬＥＤ要素と統合される代
わりにリモートで適用される場合、とりわけ低温度のために、より遅くなる、ということ
が見出された。
【００２８】
　図１は、本発明の実施態様によるＬＥＤ系発光配置を示す。この実施態様の前記発光配
置は、レトロフィットランプ１００として提供される。語句「レトロフィットランプ」は
、当業者によく知られており、ＬＥＤを持たなかった古いタイプのランプの外観を持つＬ
ＥＤ系ランプを指す。前記ランプ１００は基礎部１０２を含み、ここに、例えばエジソン
ネジキャップ又は押し込みキャップなどの従来のキャップ１０２が設けられている。さら
に、前記ランプ１００は、キャビティ１０４を閉じる球状光出力部材１０３を持つ。複数
のＬＥＤ１０５が、前記キャビティ１０４内の前記基礎部１０２上に設けられている。波
長変換部材１０６が、前記光出力部材１０３の内側、即ち前記キャビティ１０４に面する
前記光出力部材の外側に設けられる。
【００２９】
　前記波長変換部材は前記光出力部材上へのコーティングとして適用され得る。前記波長
変換材料が、例えば前記光出力部材を含まず、かつあらゆる好適な形状を持つ膜又はシー
トなどの自己支持性層であってもよいことがまた予期される。又はそれは、前記ＬＥＤか
ら及び前記光出力部材からある距離でＬＥＤを被覆するフード部材としての形状であって
よい。
【００３０】
　前記波長変換材料は、前記波長変換材料のマトリクス又はキャリアを含む。前記マトリ
クス又はキャリア材料は、ポリマー性材料で形成され、典型的には光透過性であり、それ
によりＬＥＤによる発光及び／又は前記波長変換材料で変換された光が前記マトリクス材
料を透過して前記光出力部材へ伝達され得る。
【００３１】
　前記マトリクス又はキャリアポリマー材料は、１以上の芳香族性二酸から誘導され得る
少なくともいくつかの繰り返し単位を含むポリエステルを含む。典型的には、芳香族部位
は、前記ポリマーの主鎖の一部分を形成する。
【００３２】
　例えば、前記ポリマー性マトリクスは、以下の一般式ＩＩのｎ個の繰り返し単位を含む
主鎖を有するホモポリマーを含んでもよく：
【００３３】
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【化５】

ここで、前記ポリマー主鎖Ａの繰り返し単位の少なくともいくつかは、次の部位から選択
される芳香族性部位である。
【００３４】
【化６】

　上記繰り返し単位の１以上の前記部位Ｂは、シクロヘキサン部位などの環状炭化水素部
位を含み得る。例えば、上記ポリマー主鎖の繰り返し単位の前記－（ＣＨ２）２－部位を
、環状炭化水素部位、例えば１、４－ジメチレンシクロヘキサン部位に置き換えられ得る
。特に、Ｂは次の２つの部位から選択され得る。
【００３５】
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【化７】

　特に、前記ポリマー材料は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）（ここで式ＩＩの
位置Ａは１、４－フェニレンに対応し、式ＩＩの位置Ｂはエチレンに対応する）；ポリエ
チレンナフタレート（ＰＥＮ）（ここで式ＩＩの位置Ａはナフタレンに対応し、式ＩＩの
位置Ｂはエチレンに対応する）、及びそれらのコポリマーである。ＰＥＴは、エチレング
リコール及びテレフタル酸のエステル化反応で製造され得る。
【００３６】
　従って、前記マトリクス材料は：エチレングリコール及び少なくとも１つの芳香族二酸
から製造されるポリエステル、エチレングリコールと１、４－シクロヘキサンジメタノー
ルとの混合物と、芳香族性二酸とから製造されるコポリマー、エチレングリコールと芳香
族性二酸から製造されるコポリマー、及びエチレングリコールと１、４－シクロヘキサン
ジメタノールの混合物と、芳香族性二酸混合物とから製造されるコポリマー、からなる群
から選択される１以上のポリマーを含み得る。
【００３７】
　本発明の前記波長変換材料は前記マトリクス材料中に分散され得る。本発明の波長変換
材料は、一般式Ｉの化合物を含む群から選択される少なくとも１つの化合物を含み：
【００３８】
【化８】

ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであり
、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換飽和アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数であ
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り；
Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換飽
和アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換飽和ア
ルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは１から１６の整数である。
【００３９】
　典型的には、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５は、水素又はＸであり、及びＤ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及
びＭの少なくとも１つは水素である。例えば、Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭの少なくとも２つは
水素であり得る。
【００４０】
　これらの波長変換化合物は、ＰＥＴマトリクス中で特に優れた安定性を持つことが見出
された。典型的には、Ｊ及びＱの少なくとも１つは水素であり得る。
【００４１】
　典型的には、前記波長変換材料は前記マトリクス中に分散される。前記波長変換材料の
濃度は、前記マトリクス材料及び前記波長変換材料の合計重量に対して、１％以下、好ま
しくは０．１％以下、及びより好ましくは０．０１％以下であり得る。
【００４２】
　前記キャリアポリマー性材料が、その中に分散された前記波長変換材料を有する膜の形
態である場合には、前記膜の厚さは、１０マイクロメートルから２ｍｍの範囲であり得る
。射出成形された形態であることもまた可能である。
【００４３】
　上記の波長変換材料に加えて、前記波長変換部材は場合により、前記第１の波長の光を
第３の波長の光に変換するように適合される第２の波長変換材料を含み得る。前記第２の
波長変換材料は、無機フォスファー材料又は有機フォスファー材料、例えばペリレン誘導
体であり得る。前記第２の波長変換材料はまた、前記第１の波長変換化合物と同じ一般式
を持つが、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｍ、Ｌ、Ｊ及びＱ
の１以上の位置で異なる置換基を持つ化合物を含み得る。
【００４４】
　前記キャビティ１０４内の雰囲気は空気であり得るか、又はある組成になるように制御
され得る。例えば前記キャビティ１０４は、窒素又はアルゴンなどの希ガスなどの不活性
ガスで充填され得る。本発明の実施態様では、前記キャビティ１０４内の酸素濃度は、低
レベルに、例えば前記密閉キャビティの合計容積に対して、２０％以下に、１５％以下に
、１０％以下に、５％以下に、３％以下に、１％以下に、０．６％以下に及び好ましくは
０．１％以下に維持され得る。
【００４５】
　本発明の実施態様では、前記波長変換部材１０６を含む前記キャビティ１０４を密閉す
るように前記光出力部材１０３は密閉され得る。密閉部１０７は、前記キャビティを密閉
するために設けられ得る。前記キャビティの密閉は、前記キャビティ内で、酸素などの分
解性ガスの量を減らす方法及び条件を用いて実施され得る。かかる方法及び条件は当業者
に知られており、前記キャビティを真空ポンプして前記キャビティを不活性ガスで充填す
ること；不活性ガスで前記キャビティをフラッシュすること；又はグローブボックスなど
の無酸素環境内で前記キャビティを密閉することが含まれる。従って、キャビティ１０４
内の雰囲気は、通常の空気に比べて低減された酸素含有量を有し得る。
【００４６】
　又は本発明の実施態様では、前記キャビティ１０４は密閉されていない。例えば、前記
密閉部１０７は透過性であり、前記キャビティ１０４内にガス（例えば酸素）が低速度で
透過することを可能にする。透過性密閉部は、典型的にはエポキシ接着剤などの有機接着
剤である。
【００４７】
　さらには、本発明の実施態様では、前記キャビティ１０４は場合により、ガスを、特に
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酸素を前記キャビティ１０４内の雰囲気から除去するように適合されるゲッター１０８を
含む。有利には、ゲッターを用いることで、前記キャビティ１０４内の酸素含有量を、密
閉部を有することなく、その代わりにガス透過性の密閉部を用いて制御し得る。しかしゲ
ッターを密閉部と組み合わせて用いることが有利であり得；一つの利点は、前記ゲッター
が前記キャビティ１０４内に捕捉される少なくともある程度の酸素を吸収することから、
前記密閉が無酸素条件下で影響を受ける必要がないということである。
【００４８】
　本発明のフォスファー化合物の利点は、実施例で示されている。
【００４９】
　実施例１：
　異なる有機フォスファー化合物の安定性（寿命）を、異なる条件下で試験した。使用さ
れた前記化合物は次のとおりである。
【００５０】
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【化９】

　化合物ＩＶはＢＡＳＦから、色素Ｆ－３００又はＦ－３０５として入手可能であり、こ
れは一般式Ｉに対応し、ここで、Ｇ１がＹ、及びＧ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のそれぞれが
Ｘであり、Ａ及びＣのそれぞれがイソプロピルであり、Ｂ、Ｊ及びＱのそれぞれが水素で
あり、Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれが水素である。
【００５１】
　それぞれの化合物は、層中に形成された２つの異なるポリマー性マトリクス内に組み込
まれ、空気中又は窒素中に０．１％酸素を含む制御された雰囲気中に置かれた。前記フォ
スファー材料を含む前記マトリクスが、４５０ｎｍの青色光で、４．１Ｗ／ｃｍ２の光束
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密度で温度６０℃で照射され、発光強度が照射時間の関数として測定された。フォスファ
ー濃度及び層厚さは、青色光の透過率が、照射のｔ＝０秒で９０％となるように選択され
た。前記フォスファーの寿命は、発光強度が１０％低減されるとして定義された。結果を
表１に示す。
【００５２】
【表１】

　表１から分かるように、化合物ＩＶは、ＰＥＴ膜に含まれると、通常の空気中及び低酸
素含有量を有する雰囲気下の両方で非常に長寿命となることを示した。試験された他の有
機フォスファーは、空気中でも、低減酸素雰囲気下でもそのような高い安定性は示さなか
った。
【００５３】
　有機フォスファーの分解速度は、とりわけ光束密度に依存し、これはまた前記装置構成
に依存する。留意すべきことは、この実施例の光束密度４．２Ｗ／ｃｍ２は、有機フォス
ファー化合物を含むＬＥＤ系照明装置で通常使用されるものより高いということである。
従って、本実施例は加速条件を用いるものであり、ＰＥＴマトリクス中の化合物ＩＶに基
づく前記波長変換材料は、市販のＬＥＤ系発光配置では３２００時間よりもずっと長い寿
命を持つものであると考えられる。
【００５４】
　当業者は、本発明が、上記の好ましい実施態様に、決して制限されるものではないこと
を理解する。対照的に、多くの変更・変法が添付の特許請求の範囲の範囲内で可能である
。例えば、図１に例示される実施態様において開示されたとおりの密閉キャビティを設け
ることは必ずしも必要ではない。前記波長変換部材がかかるキャビティ内に含まれ得、一
方前記光源は同じキャビティ内には含まれず、他のキャビティ内に設けられ、又はかかる
キャビティ内には全く含まれない、ということが予期される。また、前記キャビティ１０
４を持たない発光配置を提供することも可能である。そのような実施態様では、前記波長
変部材は、光源と直接又は間接的に接触して設けられることができ、例えば導光体により
光源と分離され得る。
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